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 Ⅴ-1 説明書  

  Ⅴ-1-1 各発電用原子炉施設に共通の説明書 

   Ⅴ-1-1-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

    Ⅴ-1-1-5-3 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（原子炉冷却系統施設） 

     

 Ⅴ-5 図面  

4.3.1 高圧炉心注水系 

・第 4-3-1-1-1 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る機器の配置を明示した図面（その 1） 

・第 4-3-1-1-2 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る機器の配置を明示した図面（その 2） 

・第 4-3-1-1-3 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る機器の配置を明示した図面（その 3） 

・第 4-3-1-1-4 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る機器の配置を明示した図面（その 4） 

・第 4-3-1-1-5 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る機器の配置を明示した図面（その 5） 

・第 4-3-1-1-6 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る機器の配置を明示した図面（その 6） 

・第 4-3-1-2-1 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面（その 1） 

・第 4-3-1-2-2 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面（その 2） 

・第 4-3-1-2-3 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面（その 3） 

・第 4-3-1-2-4 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面（その 4） 

・第 4-3-1-2-5 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面（その 5） 

・第 4-3-1-2-6 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面（その 6） 

・第 4-3-1-2-7 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面（その 7） 

・第 4-3-1-3-1 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）の系統図（その 1）（設計基準対象施設） 

・第 4-3-1-3-2 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）の系統図（その 2）（重大事故等対処設備） 

・第 4-3-1-3-3 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）の系統図（その 3）（補給水系）（重大事故等対処設備） 



・原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉心注水系）

の構造図 高圧炉心注水系ポンプ 

【平成 4年 3月 27 日付け 3資庁第 13034 号にて認可された工事計画の第 2-5-2 図「高圧

炉心注水系ポンプ構造図」による。】  

・原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉心注水系）

の構造図 高圧炉心注水系ストレーナ（その 1） 

【平成 18年 8月 17 日付け平成 18･07･31 原第 44号にて認可された工事計画の第 2-2 図

「高圧炉心注水系ストレーナ構造図（その１）」による。】  

・原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉心注水系）

の構造図 高圧炉心注水系ストレーナ（その 2） 

【平成 18年 8月 17 日付け平成 18･07･31 原第 44号にて認可された工事計画の第 2-3 図

「高圧炉心注水系ストレーナ構造図（その２）」による。】  

・第 4-3-1-4-1 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（高圧炉心注水系）の構造図 E22-F020B,C 

・原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉心注水系）

の構造図 E22-F003B,C 

【平成 4年 3月 27 日付け 3資庁第 13034 号にて認可された工事計画の第 2-5-3 図「主要

弁構造図（その１）」による。】 
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4. 非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備 

4.1 高圧炉心注水系 

4.1.1 ポンプ 

名 称 高圧炉心注水系ポンプ 

容 量 m3/h/個 高圧時  以上(182)，低圧時  以上(727) 

揚 程 m 高圧時  以上(890)，低圧時  以上(190) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 吸込側 1.37／吐出側 11.77 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100，120 

原 動 機 出 力 kW/個 1500 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設 

高圧炉心注水系ポンプは，設計基準対象施設として原子炉冷却材喪失時に炉心を冷却（非常用

炉心冷却系機能）するために設置する。 

 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉

心注水系）として使用する高圧炉心注水ポンプは，以下の機能を有する。 

 

高圧炉心注水系ポンプは，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態であって，設計基準事故

対処設備が有する発電用原子炉冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止す

るため，発電用原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，発電用原子炉冷却機能が喪失した場合において，復水貯蔵槽の冷却水又はサプレ

ッションチェンバのプール水を水源として高圧炉心注水系ポンプにより冷却水を原子炉圧力容

器へ注水することで炉心を冷却できる設計とする。 

 

1. 容量 

 1.1 高圧時の容量  m3/h/個以上 

設計基準対象施設として使用する高圧炉心注水系ポンプの高圧時の容量は，復水・給水停

止時に原子炉隔離時冷却系が起動しなかった場合において，原子炉隔離時冷却系のバックア

ップとして，高圧炉心注水系が原子炉水位低（レベル 1.5）で起動し原子炉水位を維持（原

子炉冷却材補給機能）できる容量と同じ  m3/h/個以上とする。 

また，原子炉冷却材喪失時に炉心を冷却（非常用炉心冷却系機能）するために必要な容量

は  m3/h/個であるが，安全解析上は原子炉冷却材補給機能と同じ容量である  m3/h

（  MPa［dif］において）としているため，原子炉冷却材補給機能の必要容量と同じ  

m3/h/個以上とする。 
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高圧炉心注水系ポンプを重大事故等時に使用する場合の高圧時の容量は，設計基準対象施

設と同仕様で有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）に使用しているため，

 m3/h/個以上とする。 

 

公称値については  ，182m3/h/個とする。 

 

 1.2 低圧時の容量  m3/h/個以上 

復水・給水停止時に原子炉隔離時冷却系が起動しなかった場合において，原子炉隔離時冷

却系のバックアップとして，高圧炉心注水系が原子炉水位低（レベル 1.5）で起動し原子炉

水位を維持（原子炉冷却材補給機能）できる容量とし，原子炉隔離時冷却系ポンプと同じ  

m3/h/個以上とする。 

また，高圧時の必要容量をベースに先行 ABWR プラントにおけるポンプ性能の実績を考慮

すると低圧時には  m3/h 以上（  MPa［dif］において）を期待できるため、これを低

圧時の必要容量とする。 

 

高圧炉心注水系ポンプを重大事故等時に使用する場合の低圧時の容量は，設計基準対象施

設と同仕様で有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）に使用しているため，

 m3/h/個以上とする。 

 

公称値については  ，727m3/h/個とする。 

 

2. 揚程 

高圧炉心注水系ポンプの揚程は，原子炉冷却材補給機能と非常用炉心冷却系機能のうち，必

要揚程が大きい非常用炉心冷却系機能を考慮して決定する。 

 

 2.1 高圧時  m 以上 

設計基準対象施設として使用する高圧炉心注水系ポンプの高圧時の揚程は，水源と移送先

の圧力差，静水頭，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

水源と移送先の圧力差     m 

静水頭       19 m 

機器及び配管・弁類圧損      6 m 

        m 

 

以上より，高圧炉心注水ポンプの高圧時の揚程は，  m 以上とする。 

 

高圧炉心注水系ポンプを重大事故等時に使用する場合の高圧時の揚程は，設計基準対象施

設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，  m 以上とする。 
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     公称値については  ，890m とする。 

 

 2.2 低圧時  m 以上 

設計基準対象施設として使用する高圧炉心注水系ポンプの低圧時の揚程は，水源と移送先

の圧力差，静水頭，機器及び配管・弁類圧損を基に設定する。 

 

水源と移送先の圧力差      m 

静水頭       19 m 

機器及び配管・弁類圧損     84 m 

        m 

 

以上より，高圧炉心注水ポンプの低圧時の揚程は，  m 以上とする。 

 

高圧炉心注水系ポンプを重大事故等時に使用する場合の低圧時の揚程は，設計基準対象施

設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，  m 以上とする。 

 

公称値については要求される揚程を上回る，190m とする。 

 

3. 最高使用圧力 

 3.1 最高使用圧力（吸込側） 1.37MPa 

設計基準対象施設として使用する高圧炉心注水系ポンプの吸込側の最高使用圧力は，主配

管「E22-F028,F029,F030～高圧炉心注水系集合管」の最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

高圧炉心注水系ポンプを重大事故等時において使用する場合の吸込側の圧力は，設計基準

対象施設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とす

る。 

 

 3.2 最高使用圧力（吐出側） 11.77MPa 

設計基準対象施設として使用する高圧炉心注水系ポンプの吐出側の最高使用圧力は，水源

圧力（事故時ピーク圧力）  MPa，静水頭 0.07MPa，高圧炉心注水ポンプの締切運転時の

揚程  MPa の合計が  MPa となることから，これを上回る圧力として 11.77MPa と

する。 

 

高圧炉心注水系ポンプを重大事故等時において使用する場合の吐出側の圧力は，水源圧力

 MPa，静水頭 0.07MPa，高圧炉心注水ポンプの締切運転時の揚程  MPa の合計が

 MPa となることから，これを上回る圧力として設計基準対象施設と同仕様で設計し，

11.77MPa とする。 
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4. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する高圧炉心注水系ポンプの最高使用温度は，安全解析におけ

る原子炉冷却材喪失時のサプレッションチェンバのプール水の最高温度約 96℃を上回る 100℃

とする。 

 

高圧炉心注水系ポンプを重大事故等時において使用する場合の温度は，高圧炉心注水系ポン

プの水源となるサプレッションチェンバのプール水の重大事故等時における使用温度を基に

設定する。 

高圧炉心注水系ポンプによる原子炉圧力容器への注水時のサプレッションチェンバのプー

ル水の重大事故等時における使用温度は，重大事故等対策の有効性評価解析（原子炉設置変更

許可申請書添付書類十）の事故シーケンスグループ（原子炉停止機能喪失）より約  ℃であ

り，これを上回る温度とし，120℃とする。 

 

5. 原動機出力 

高圧炉心注水系ポンプの原動機出力は，高圧定格点の軸動力を基に設定している。 

Ｐｗ＝10-3・ρ・ｇ・Ｑ・Ｈ 

η＝
Ｐｗ

Ｐ
×100 

（引用文献：日本工業規格 ＪＩＳ Ｂ ０１３１(2002)「ターボポンプ用語」） 

Ｐ＝
10-3・ρ・ｇ・Ｑ・Ｈ

η／100
 

Ｐ  ：軸動力(kW) 

Ｐｗ ：水動力(kW) 

ρ  ：密度(kg/m3)              ＝1000 

ｇ  ：重力加速度(m/s2)            ＝9.80665 

Ｑ  ：容量(m3/s)               ＝182/3600 

Ｈ  ：揚程(m)                ＝890 

η  ：ポンプ効率（％）（設計計画値）     ＝  

 

Ｐ＝
10-3×1000×9.80665×

182
3600

×890

／100
＝  kW≒  kW 

 

上記より，高圧炉心注水系ポンプの原動機出力は必要軸動力  kW を上回る 1500kW/個と

する。 

 

高圧炉心注水系ポンプを重大事故等時において使用する場合の原動機出力は，設計基準対象

施設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1500kW/個とする。 
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6. 個数 

高圧炉心注水系ポンプ（原動機含む。）は，設計基準対象施設として復水貯蔵槽の冷却水又は

サプレッションチェンバのプール水を炉心上部に取り付けられたスパージャから燃料集合体

上に注水するために必要な個数である各系列 1個とし，合計 2個設置する。 

 

高圧炉心注水系ポンプ（原動機含む。）は，設計基準対象施設として 2個設置しているものを

重大事故等対処設備として使用する。 
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4.1.2 ろ過装置 

名 称 高圧炉心注水系ストレーナ 

容 量 m3/h/組  以上（  ） 

最 高 使 用 圧 力 kPa ―［310］ 

最 高 使 用 温 度 ℃ 104，120 

個 数 ― 4（2系列のそれぞれで 2個を 1組） 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

・設計基準対象施設 

高圧炉心注水系ストレーナは，設計基準対象施設としてサプレッションチェンバのプール水内

の異物による高圧炉心注水系ポンプや高圧炉心注水スパージャ等下流の系統内機器の機能低下

を防止するために設置する。 

なお，設計基準対象施設の高圧炉心注水系ストレーナの容量，最高使用圧力及び最高使用温度

の設定根拠については平成 18年 8月 17 日付け平成 18･07･31 原第 44号にて認可された工事計画

のⅣ-3「設定根拠に関する説明書」による。 

 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時に原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉

心注水系）として使用する高圧炉心注水系ストレーナは，以下の機能を有する。 

 

高圧炉心注水系ストレーナは，原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態であって，設計基準

事故対処設備が有する発電用原子炉冷却機能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防

止するため，発電用原子炉を冷却するために設置する。 

系統構成は，サプレッションチェンバのプール水内の異物を高圧炉心注水系ストレーナにより

ろ過し，高圧炉心注水系ポンプにより原子炉圧力容器への注水することで炉心を冷却できる設計

とする。 

 

1. 容量 

高圧炉心注水系ストレーナを重大事故等時において使用する場合の容量は，設計基準対象施

設と同様の使用方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，  m3/h/組以上とす

る。 

 

公称値については要求される容量と同じ  m3/h/組とする。 

 

2. 最高使用圧力 

高圧炉心注水系ストレーナを重大事故等時において使用する場合の圧力は，その機能及び構

造上耐圧機能を必要としないため設定されないが，ここではサプレッションチェンバの重大事

故等時における使用圧力を［ ］内に示しており，310kPa とする。 
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3. 最高使用温度 

高圧炉心注水系ストレーナを重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等対策

の有効性評価解析（原子炉設置変更許可申請書添付書類十）において高圧炉心注水系使用時に

おけるサプレッションチェンバのプール水の温度が最大となる事故シーケンスグループ（原子

炉停止機能喪失）により約  ℃であり，これを上回る温度とし，120℃とする。 

 

4. 個数 

高圧炉心注水系ストレーナは，設計基準対象施設として原子炉冷却材喪失時にサプレッショ

ンチェンバ内の異物をろ過するために必要な個数を各系列に 2個 1組設置し，合計 4個設置す

る。 

 

高圧炉心注水系ストレーナは，設計基準対象施設として 4個設置しているものを重大事故等

対処設備として使用する。 
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4.1.3 安全弁及び逃がし弁 

名 称 E22-F020B,C 

吹 出 圧 力 MPa 1.37 

個 数 ― 2 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

E22-F020B,C は，主配管「サプレッションプール水(B)合流部～高圧炉心注水系ポンプ(B)」及

び主配管「サプレッションプール水(C)合流部～高圧炉心注水系ポンプ(C)」上に設置する逃がし

弁であり，設計基準対象施設として，主配管「サプレッションプール水(B)合流部～高圧炉心注水

系ポンプ(B)」及び主配管「サプレッションプール水(C)合流部～高圧炉心注水系ポンプ(C)」の圧

力が最高使用圧力になった場合に開動作して最高使用圧力以下に維持するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，主配管「サプレッションプール水(B)合流部～高圧炉心注水系ポ

ンプ(B)」及び主配管「サプレッションプール水(C)合流部～高圧炉心注水系ポンプ(C)」の圧力が

重大事故等時における最高使用圧力になった場合に開動作して重大事故等時における使用圧力

以下に維持するために設置する。 

 

1. 吹出圧力 

設計基準対象施設として使用する E22-F020B,C の吹出圧力は，当該逃がし弁が接続する主配

管「サプレッションプール水(B)合流部～高圧炉心注水系ポンプ(B)」及び主配管「サプレッシ

ョンプール水(C)合流部～高圧炉心注水系ポンプ(C)」の最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

E22-F020B,C を重大事故等時において使用する場合の吹出圧力は，設計基準対象施設と同様

の使用方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 個数 

E22-F020B,C は，設計基準対象施設として主配管「サプレッションプール水(B)合流部～高圧

炉心注水系ポンプ(B)」及び主配管「サプレッションプール水(C)合流部～高圧炉心注水系ポン

プ(C)」の圧力を最高使用圧力以下に維持するために必要な個数である各系列に 1個とし，合計

2個設置する。 

 

重大事故等対処設備として使用する E22-F020B,C は，設計基準対象施設として 2個設置して

いるものを重大事故等対処設備として使用する。 

 



 

147 

K
7
 
①
 Ⅴ

-
1-
1
-
5-
3
 
R0
 

4.1.4 主配管 

名 称 

E22-F028,F029,F030 

～ 

高圧炉心注水系集合管 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 318.5，328.9 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，E22-F028,F029,F030 と高圧炉心注水系集合管を接続する配管であり，設計基準対象

施設として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプへ供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ，原子炉隔離時

冷却系ポンプ，高圧代替注水系ポンプ及び復水移送ポンプへ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象設備と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，復水貯蔵槽の重大事故等時における

使用温度と同じ 66℃とする。 

 

3. 外径 

 3.1 外径 318.5mm 

管台の外径。本管台を重大事故等時において使用する場合の外径は，300A の弁と接続する

ため，接続する弁の呼び径と同じとし，318.5mm とする。 

 

 3.2 外径 328.9mm 

管台の主管部取付部の外径。本管台の主管取付部を重大事故等時において使用する場合の

外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，328.9mm とする。 
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名 称 高圧炉心注水系集合管 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66，85 

外 径 mm 517.6，508.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，E22-F028,F029,F030～高圧炉心注水系集合管と高圧炉心注水系集合管～高圧炉心注

水系(B),(C)分岐部を接続する集合管であり，設計基準対象施設として復水貯蔵槽から冷却水を

高圧炉心注水系ポンプへ供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ，原子炉隔離時

冷却系ポンプ，高圧代替注水系ポンプ，復水移送ポンプへ供給するために設置する。また，サプ

レッションチェンバのプール水を復水移送ポンプへ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水移送ポン

プの代替循環冷却系としての使用温度と同じ 85℃とする。 

 

3. 外径 

 3.1 外径 517.6mm 

主管部の管台取付部の外径。本主管部の管台取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，517.6mm とする。 

 

 3.2 外径 508.0mm 

主管部の外径。本主管部を重大事故等時において使用する場合の外径は，500A の管と接続

するため，接続する管の外径と同じとし，508.0mm とする。 

  



 

149 

K
7
 
①
 Ⅴ

-
1-
1
-
5-
3
 
R0
 

名 称 

高圧炉心注水系集合管 

～ 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66，85 

外 径 mm 508.0 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系集合管と高圧炉心注水系(B),(C)分岐部を接続する配管であり，設計

基準対象施設として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプへ供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ，原子炉隔離時

冷却系ポンプ及び高圧代替注水系ポンプへ供給するために設置する。また，サプレッションチェ

ンバのプール水を復水移送ポンプへ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水移送ポン

プの代替循環冷却系としての使用温度と同じ 85℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプのう

ち最も大きい高圧炉心注水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧

炉心注水系ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，

本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設

の外径と同仕様で設計し，508.0mm とする。 
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名 称 高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66，85 

外 径 mm 508.0，546.0，416.0，406.4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系集合管～高圧炉心注水系(B),(C)分岐部と高圧炉心注水系(B),(C)分

岐部～代替循環冷却配管高圧炉心注水系(B)合流部を接続する管台であり，設計基準対象施設と

して復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ及び原子炉隔離時冷却系ポンプへ供給する

ために設置する。 

重大事故等対処設備としては，復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ，原子炉隔離時

冷却系ポンプ及び高圧代替注水系ポンプへ供給するために設置する。また，サプレッションチェ

ンバのプール水を復水移送ポンプへ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水移送ポン

プの代替循環冷却系としての使用温度と同じ 85℃とする。 

 

3. 外径 

 3.1 外径 508.0mm 

主管部の外径。本主管部を重大事故等時において使用する場合の外径は，500A の管と接続

するため，接続する管の外径と同じとし，508.0mm とする。 

 

 3.2 外径 546.0mm 

主管部の管台取付部の外径。本主管部の管台取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，546.0mm とする。 
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 3.3 外径 416.0mm 

管台の主管部取付部の外径。本管台の主管取付部を重大事故等時において使用する場合の

外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，416.0mm とする。 

 

 3.4 外径 406.4mm 

管台の外径。本管台を重大事故等時において使用する場合の外径は，400A の管と接続する

ため，接続する管の外径と同じとし，406.4mm とする。 
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名 称 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

～ 

代替循環冷却配管高圧炉心注水系(B)合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66，85 

外 径 mm 508.0，406.4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系(B),(C)分岐部と代替循環冷却配管高圧炉心注水系(B)合流部を接続

する配管であり，設計基準対象施設として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(B)へ

供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(B)に供給する

ために設置する。また，サプレッションチェンバのプール水を復水移送ポンプに供給するために

設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水移送ポン

プの代替循環冷却系としての使用温度と同じ 85℃とする。 

 

3. 外径 

 3.1 外径 406.4mm 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい高圧炉心注水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する

高圧炉心注水系ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であ

るため，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基

準対象施設の外径と同仕様で設計し，406.4mm とする。 

 



 

153 

K
7
 
①
 Ⅴ

-
1-
1
-
5-
3
 
R0
 

 3.2 外径 508.0mm 

継手の外径。本継手を重大事故等時において使用する場合の外径は，500A の管と接続する

ため，接続する管の外径と同じとし，508.0mm とする。 
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名 称 代替循環冷却配管高圧炉心注水系(B)合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66，85 

外 径 mm 406.4，416.0，224.5，216.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系(B),(C)分岐部～代替循環冷却配管高圧炉心注水系(B)合流部と代替

循環冷却配管高圧炉心注水系(B)合流部～E22-F001B を接続する管台であり，設計基準対象施設と

して復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(B)へ供給するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(B)に供給する

ために設置する。また，サプレッションチェンバのプール水を復水移送ポンプに供給するために

設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水移送ポン

プの代替循環冷却系としての使用温度と同じ 85℃とする。 

 

3. 外径 

 3.1 外径 406.4mm 

主管部の外径。本主管部を重大事故等時において使用する場合の外径は，400A の管と接続

するため，接続する管の外径と同じとし，406.4mm とする。 

 

 

 3.2 外径 416.0mm 

主管部の管台取付部の外径。本主管部の管台取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，416.0mm とする。 
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 3.3 外径 224.5mm 

管台の主管部取付部の外径。本管台の主管部取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，224.5mm とする。 

 

 3.4 外径 216.3mm 

管台の外径。本管台を重大事故等時において使用する場合の外径は，200A の管と接続する

ため，接続する管の外径と同じとし，216.3mm とする。 
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名 称 

代替循環冷却配管高圧炉心注水系(B)合流部 

～ 

E22-F001B 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 406.4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，代替循環冷却配管高圧炉心注水系(B)合流部と E22-F001B を接続する配管であり，設

計基準対象施設及び重大事故等対処設備として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ

(B)へ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水貯蔵槽の

使用温度と同じ 66℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，406.4mm とする。 
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名 称 

E22-F001B 

～ 

サプレッションプール水(B)合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100 

外 径 mm 406.4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，E22-F001B とサプレッションプール水(B)合流部を接続する配管であり，設計基準対

象施設及び重大事故等対処設備として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(B)へ供給

するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，原子炉冷却材喪失時のサプレッ

ションチェンバのプール水の最高温度約  ℃を上回る 100℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，主配管「代替循環冷却配管高圧炉心

注水系(B)合流部～E22-F001B」の使用温度 66℃を上回る 100℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，406.4mm とする。 
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名 称 

サプレッションプール水(B)合流部 

～ 

高圧炉心注水系ポンプ(B) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100，120 

外 径 mm 406.4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，サプレッションプール水(B)合流部と高圧炉心注水系ポンプ(B)を接続する配管であ

り，設計基準対象施設及び重大事故等対処設備として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポ

ンプ(B)へ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，原子炉冷却材喪失時のサプレッ

ションチェンバのプール水の最高温度約  ℃を上回る 100℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，サプレッションチェンバのプール水

の重大事故等時における使用温度（原子炉停止機能喪失時）約  ℃を上回る 120℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，406.4mm とする。 
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名 称 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

～ 

高圧代替注水系分岐部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 406.4，416.0，224.5，216.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系(B),(C)分岐部と高圧代替注水系分岐部を接続する配管であり，設計

基準対象施設として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(C)へ供給するために設置す

る。 

重大事故等対処設備としては，復水貯蔵槽より冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(C)，原子炉隔離

時冷却系ポンプ及び高圧代替注水系ポンプへ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，設計基準対象施設と同様の使用

方法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水貯蔵槽の

使用温度と同じ 66℃とする。 

 

3. 外径 

 3.1 外径 406.4mm 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい高圧炉心注水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する

高圧炉心注水系ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であ

るため，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基

準対象施設の外径と同仕様で設計し，406.4mm とする。 
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 3.2 外径 416.0mm 

主管部の管台取付部の外径。本主管部の管台取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，400A の管と接続するため，接続する管の外径と同じとし，416.0mm とする。 

 
 3.3 外径 224.5mm 

管台の主管部取付部の外径。本管台の主管部取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，224.5mm とする。 
 
 3.4 外径 216.3mm 

管台の外径。本管台を重大事故等時において使用する場合の外径は，200A の管と接続する

ため，接続する管の外径と同じとし，216.3mm とする。 
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名 称 

高圧代替注水系分岐部 

～ 

原子炉隔離時冷却系分岐部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 406.4，416.0，224.5，216.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧代替注水系分岐部と原子炉隔離時冷却系分岐部を接続する配管であり，設計基

準対象施設として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(C)へ供給するために設置す

る。 

重大事故等対処設備としては，復水貯蔵槽より冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(C)及び原子炉

隔離時冷却系ポンプへ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水貯蔵槽の

使用温度と同じ 66℃とする。 

 

3. 外径 

 3.1 外径 406.4mm 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい高圧炉心注水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する

高圧炉心注水系ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であ

るため，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基

準対象施設の外径と同仕様で設計し，406.4mm とする。 
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 3.2 外径 416.0mm 

主管部の管台取付部の外径。本主管部の管台取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，416.0mm とする。 

 

 3.3 外径 224.5mm 

管台の主管部取付部の外径。本管台の主管部取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，224.5mm とする。 

 

 3.4 外径 216.3mm 

管台の外径。本管台を重大事故等時において使用する場合の外径は，200A の管と接続する

ため，接続する管の外径と同じとし，216.3mm とする。 
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名 称 

原子炉隔離時冷却系分岐部 

～ 

E22-F001C 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 406.4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，原子炉隔離時冷却系分岐部と E22-F001C を接続する配管であり，設計基準対象施設

及び重大事故等対処設備として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(C)へ供給するた

めに設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水貯蔵槽の

使用温度と同じ 66℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，406.4mm とする。 
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名 称 

E22-F001C 

～ 

サプレッションプール水(C)合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100 

外 径 mm 406.4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，E22-F001C とサプレッションプール水(C)合流部を接続する配管であり，設計基準対

象施設及び重大事故等対処設備として復水貯蔵槽から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(C)へ供給

するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，原子炉冷却材喪失時のサプレッ

ションチェンバのプール水の最高温度約  ℃を上回る 100℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，主配管「原子炉隔離時冷却系分岐部

～E22-F001C」の使用温度 66℃を上回る 100℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，406.4mm とする。 
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名 称 

サプレッションプール水(C)合流部 

～ 

高圧炉心注水系ポンプ(C) 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100，120 

外 径 mm 406.4 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，サプレッションプール水(C)合流部と高圧炉心注水系ポンプ(C)を接続する配管であ

り，設計基準対象施設及び重大事故等対処設備として復水貯蔵槽の冷却水及びサプレッションチ

ェンバのプール水から冷却水を高圧炉心注水系ポンプ(C)へ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，原子炉冷却材喪失時のサプレッ

ションチェンバのプール水の最高温度約  ℃を上回る 100℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，サプレッションチェンバのプール水

の重大事故等時における使用温度（原子炉停止機能喪失時）約  ℃を上回る 120℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，406.4mm とする。 
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名 称 

原子炉隔離時冷却系分岐部 

～ 

E51-F001 

最 高 使 用 圧 力 MPa 1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 216.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，原子炉隔離時冷却系分岐部と E51-F001 を接続する配管であり，設計基準対象施設及

び重大事故等対処設備として復水貯蔵槽から冷却水を原子炉隔離時冷却系ポンプへ供給するた

めに設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水系

からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方法

であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，復水貯蔵槽の最高使用温度と同

じ 66℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における復水貯蔵槽の

使用温度と同じ 66℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する原子炉隔離

時冷却系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する原子炉隔離時冷却系ポン

プの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径

は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕

様で設計し，216.3mm とする。 
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名 称 

高圧炉心注水系ストレーナ(B) 

～ 

サプレッションプール水(B)合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.31，1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 104，120，100 

外 径 mm  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系ストレーナ(B)とサプレッションプール水(B)合流部を接続する配管

であり，設計基準対象施設及び重大事故等対処設備としてサプレッションチェンバのプール水を

高圧炉心注水系ポンプ(B)へ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 1.1 最高使用圧力 0.31MPa 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，サプレッションチェンバの最

高使用圧力と同じ 0.31MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，0.31MPa とする。 

 

 1.2 最高使用圧力 1.37MPa 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水

系からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

 2.1 最高使用温度 104℃，120℃ 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，サプレッションチェンバの最

高使用温度と同じ 104℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，サプレッションチェンバのプール

水の重大事故等時における使用温度（原子炉停止機能喪失時）約  ℃を上回る 120℃とす

る。 
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 2.2 最高使用温度 100℃，120℃ 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，原子炉冷却材喪失時のサプレ

ッションチェンバのプール水の最高温度約  ℃を上回る 100℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，サプレッションチェンバのプール

水の重大事故等時における使用温度（原子炉停止機能喪失時）約  ℃を上回る 120℃とす

る。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，  mm とする。 
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名 称 

高圧炉心注水系ストレーナ(C) 

～ 

サプレッションプール水(C)合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.31，1.37 

最 高 使 用 温 度 ℃ 104，120，100 

外 径 mm  

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系ストレーナ(C)とサプレッションプール水(C)合流部を接続する配管

であり，設計基準対象施設及び重大事故等対処設備としてサプレッションチェンバのプール水を

高圧炉心注水系ポンプ(C)へ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 1.1 最高使用圧力 0.31MPa 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，サプレッションチェンバの最

高使用圧力と同じ 0.31MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，0.31MPa とする。 

 

 1.2 最高使用圧力 1.37MPa 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，配管フラッシング時に補給水

系からの圧力がかかるため，復水移送ポンプの最高使用圧力と同じ 1.37MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，1.37MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

 2.1 最高使用温度 104℃，120℃ 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，サプレッションチェンバの最

高使用温度と同じ 104℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，サプレッションチェンバのプール

水の重大事故等時における使用温度（原子炉停止機能喪失時）約  ℃を上回る 120℃とす

る。 
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 2.2 最高使用温度 100℃，120℃ 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，安全解析における原子炉冷却

材喪失時のサプレッションチェンバのプール水の最高温度約  ℃を上回る 100℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，サプレッションチェンバのプール

水の重大事故等時における使用温度（原子炉停止機能喪失時）約  ℃を上回る 120℃とす

る。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，  mm とする。 
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名 称 

高圧炉心注水系ポンプ(B) 

～ 

ほう酸水注入系合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 11.77，8.62，9.22 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100，120，302，306 

外 径 mm 267.4，216.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系ポンプ(B)とほう酸水注入系合流部を接続する配管であり，設計基準

対象施設及び重大事故等対処設備として高圧炉心注水系ポンプ(B)から冷却水を原子炉圧力容器

へ供給するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 1.1 最高使用圧力 11.77MPa 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，高圧炉心注水系ポンプの吐出

側の最高使用圧力と同じ 11.77MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，11.77MPa とする。 

 

 1.2 最高使用圧力 8.62MPa，9.22MPa 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，原子炉圧力容器の最高使用圧

力と同じ 8.62MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用圧力と同じ 9.22MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

 2.1 最高使用温度 100℃，120℃ 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，安全解析における原子炉冷却

材喪失時のサプレッションチェンバのプール水の最高温度約  ℃を上回る 100℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，サプレッションチェンバのプール

水の重大事故等時における使用温度（原子炉停止機能喪失時）約  ℃を上回る 120℃とす

る。 
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 2.2 最高使用温度 302℃，306℃ 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，原子炉圧力容器の最高使用温

度と同じ 302℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，原子炉圧力容器の重大事故等時に

おける使用温度と同じ 306℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，267.4mm，216.3mm とする。 
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名 称 

ほう酸水注入系合流部 

～ 

原子炉圧力容器 

最 高 使 用 圧 力 MPa 8.62，9.22 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302，306 

外 径 mm 48.6，62.8，216.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，ほう酸水注入系合流部と原子炉圧力容器を接続する配管であり，設計基準対象施設

として高圧炉心注水系ポンプ(B)より冷却水を原子炉圧力容器へ注水するために設置する。 

重大事故等対処設備としては，高圧炉心注水系ポンプ(B)及びほう酸水注入系ポンプより冷却

水を原子炉圧力容器へ注水するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，原子炉圧力容器の最高使用圧力

と同じ 8.62MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉圧力容

器の使用圧力と同じ 9.22MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，原子炉圧力容器の最高使用温度

と同じ 302℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力容

器の使用温度と同じ 306℃とする。 

 

3. 外径 

 3.1 外径 216.3mm 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用するポンプの

うち最も大きい高圧炉心注水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する

高圧炉心注水系ポンプの容量が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であ

るため，本配管の外径は，メーカ社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基

準対象施設の外径と同仕様で設計し，216.3mm とする。 
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 3.2 外径 48.6mm 

管台の外径。本管台を重大事故等時において使用する場合の外径は，40A の管と接続する

ため，接続する管の外径と同じとし，48.6mm とする。 

 

 3.3 外径 62.8mm 

管台の主管部取付部の外径。本管台の主管部取付部を重大事故等時において使用する場合

の外径は，接続する管の仕様及び強度を満足する外径として，62.8mm とする。 
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名 称 

高圧炉心注水系ポンプ(C) 

～ 

原子炉圧力容器 

最 高 使 用 圧 力 MPa 11.77，8.62，9.22 

最 高 使 用 温 度 ℃ 100，120，302，306 

外 径 mm 267.4，216.3 

【設 定 根 拠】 

（概要） 

本配管は，高圧炉心注水系ポンプ(C)と原子炉圧力容器を接続する配管であり，設計基準対象施

設及び重大事故等対処設備として高圧炉心注水系ポンプ(C)から冷却水を原子炉圧力容器へ注水

するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力 

 1.1 最高使用圧力 11.77MPa 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，高圧炉心注水系ポンプの吐出

側の最高使用圧力と同じ 11.77MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，設計基準対象施設と同様の使用方

法であるため，設計基準対象施設と同仕様で設計し，11.77MPa とする。 

 

 1.2 最高使用圧力 8.62MPa，9.22MPa 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，原子炉圧力容器の最高使用圧

力と同じ 8.62MPa とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用圧力と同じ 9.22MPa とする。 

 

2. 最高使用温度 

 2.1 最高使用温度 100℃，120℃ 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，安全解析における原子炉冷却

材喪失時のサプレッションチェンバのプール水の最高温度約  ℃を上回る 100℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，サプレッションチェンバのプール

水の重大事故等時における使用温度（原子炉停止機能喪失時）約  ℃を上回る 120℃とす

る。 
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 2.2 最高使用温度 302℃，306℃ 

設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，原子炉圧力容器の最高使用温

度と同じ 302℃とする。 

 

本配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における原子炉圧力

容器の使用温度と同じ 306℃とする。 

 

3. 外径 

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，重大事故等時に使用する高圧炉心注

水系ポンプの容量を基に設定しており，重大事故等時に使用する高圧炉心注水系ポンプの容量

が設計基準対象施設として使用する場合の容量と同仕様であるため，本配管の外径は，メーカ

社内基準に基づき定めた標準流速を考慮し選定した設計基準対象施設の外径と同仕様で設計

し，267.4mm，216.3mm とする。 
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第 4-3-1-2-1～7 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面 別紙 1 

工事計画抜粋 
変  更  前 変  更  後 

NO.＊27 
名       称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名       称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

高 

圧 

炉 

心 

注 

水 

系 

＊1 
E22-F028,F029,F030 

～ 

高圧炉心注水系集合管 
 

1.37＊2 66 

318.5＊3  ＊4(10.3＊3) SUS304TP 

高 

圧 

炉 

心 

注 

水 

系 

＊5 
E22-F028,F029,F030 

～ 

高圧炉心注水系集合管 

変更なし 

1 

328.9＊3  ＊4(15.5＊3) SUS304TP 2 

＊1 
高圧炉心注水系集合管 

1.37＊2 66 
517.6＊3  ＊4(14.3＊3) SUS304TP 

＊6 
高圧炉心注水系集合管 

変更なし 
変更なし 

85＊7 変更なし 
3 

508.0＊3  ＊4(9.5＊3) SUS304TP 4 

＊1,＊8 

高圧炉心注水系集合管 

～ 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

1.37＊2 66 

508.0＊3  ＊9(9.5＊3) SUS304TP 
＊10 

高圧炉心注水系集合管 

～ 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

変更なし 
変更なし 

85＊7 変更なし 

5 

508.0＊3,＊11 
＊11

 ＊12(9.5＊3) 
 

SUS304＊11 6 

＊8 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

1.37＊2 66 

508.0＊3  ＊12(9.5＊3) SUS304TP 
＊10 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

変更なし 
変更なし 

85＊7 
変更なし 

7 

546.0＊3  ＊12(28.5＊3) SUS304TP 8 

416.0＊3  ＊12(14.3＊3) SUS304TP 9 

406.4＊3  ＊12(9.5＊3) SUS304TP 10 
＊8 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

～ 

代替循環冷却配管 

高圧炉心注水系(B)合流部 
1.37＊2 66 

    
＊3 

 508.0 

/406.4 
 

 ＊12(9.5＊3) 

 ＊12(9.5＊3) 
SUS304 

＊13 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

～ 

代替循環冷却配管 

高圧炉心注水系(B)合流部 
変更なし 

変更なし 

85＊7 
変更なし 

11 

406.4＊3  ＊12(9.5＊3) SUS304TP 12 

406.4＊3,＊11 
＊11

 ＊12(9.5＊3) 

 
SUS304＊11 13 

＊8 

代替循環冷却配管 

高圧炉心注水系(B)合流部 
1.37＊2 66 

406.4＊3  ＊12(9.5＊3) SUS304TP 
＊13 

代替循環冷却配管 

高圧炉心注水系(B)合流部 
変更なし 

変更なし 

85＊7 変更なし 
14 

416.0＊3  ＊12(14.3＊3) SUS304TP 15 

― 1.37 85＊7 

224.5＊3,＊14 
＊14

 (12.3＊3) 
 

SUS304TP＊14 16 

216.3＊3,＊14 
＊14

 (8.2＊3) 

 
SUS304TP＊14 17 

＊8 

代替循環冷却配管 

高圧炉心注水系(B)合流部 

～ 

E22-F001B 
 

1.37＊2 66 

406.4＊3  ＊12(9.5＊3) SUS304TP 

変更なし 

18 

406.4＊3,＊11 
＊11

 ＊12(9.5＊3) 
 

SUS304＊11 19 

＊8 
E22-F001B 

～ 

サプレッションプール水(B)合流部 

1.37＊2 100 

406.4＊3 9.5＊3 STPT410＊15 20 

406.4＊3,＊11 9.5＊3,＊11 
＊11,＊15

STPT410 
 

21 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊27 
名       称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名       称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

高 

圧 

炉 

心 

注 

水 

系 

＊8 
サプレッションプール水(B)合流部 

～ 

高圧炉心注水系ポンプ(B) 
 1.37＊2 100 

＊3 

 406.4 

/406.4 

/406.4 
 

 ＊3 

12.7 

/12.7 

/12.7 
 

STPT410＊15 

高 

圧 

炉 

心 

注 

水 

系 

変更なし 
変更なし 

120＊7 
変更なし 

22 

406.4＊3 9.5＊3 STPT410＊15 23 

406.4＊3,＊11 9.5＊3,＊11 
＊11,＊15

STPT410 
 

24 

＊16 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

～ 

高圧代替注水系分岐部 

1.37＊2 66 

406.4＊3  ＊12(9.5＊3) SUS304TP 
＊17 

高圧炉心注水系(B),(C)分岐部 

～ 

高圧代替注水系分岐部 

変更なし 

25 

406.4＊3,＊11 
＊11

 ＊12(9.5＊3) 
 

SUS304＊11 26 

― 1.37 66 

416.0＊3 14.3＊3 SUS304TP 27 

224.5＊3 12.3＊3 SUS304TP 28 

216.3＊3 8.2＊3 SUS304TP 29 

＊16 

高圧代替注水系分岐部 

～ 

原子炉隔離時冷却系分岐部 1.37＊2 66 

406.4＊3  ＊12(9.5＊3) SUS304TP 
＊18 

高圧代替注水系分岐部 

～ 

原子炉隔離時冷却系分岐部 変更なし 

30 

416.0＊3  ＊12(14.3＊3) SUS304TP 31 

224.5＊3  ＊12(12.3＊3) SUS304TP 32 

216.3＊3  ＊12(8.2＊3) SUS304TP 33 

＊16 

原子炉隔離時冷却系分岐部 

～ 

E22-F001C 

1.37＊2 66 

406.4＊3  ＊12(9.5＊3) SUS304TP 

変更なし 

34 

406.4＊3,＊11 
＊11

 ＊12(9.5＊3) 
 

SUS304＊11 35 

＊16 

E22-F001C 

～ 

サプレッションプール水(C)合流部 

1.37＊2 100 

406.4＊3 9.5＊3 STPT410＊15 36 

406.4＊3,＊11 9.5＊3,＊11 
＊11,＊15

STPT410 
 

37 

＊16 

サプレッションプール水(C)合流部 

～ 

高圧炉心注水系ポンプ(C) 

1.37＊2 100 

     ＊3 

 406.4 

/406.4 

/406.4 
 

     ＊3 

 12.7 

/12.7 

/12.7 
 

STPT410＊15 

変更なし 
変更なし 

120＊7 
変更なし 

38 

406.4＊3 9.5＊3 STPT410＊15 39 

406.4＊3,＊11 9.5＊3,＊11 
＊11,＊15

STPT410 
 

40 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊27 
名       称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名       称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

高 

圧 

炉 

心 

注 

水 

系 

＊19 

原子炉隔離時冷却系分岐部 

～ 

E51-F001 
 

1.37＊2 66 216.3＊3 8.2＊3 SUS304TP 

高 

圧 

炉 

心 

注 

水 

系 

＊18 

原子炉隔離時冷却系分岐部 

～ 

E51-F001 
 

変更なし 41 

＊20 

高圧炉心注水系ストレーナ(B) 

～ 

サプレッションプール水(B)合流部 
 

0.31＊2 104 

     ＊3 

  

 

 
 

     ＊3 

  

 

 
 

 ＊21 

変更なし 

変更なし 
変更なし 

120＊7 
変更なし 

42 

406.4＊3 9.5＊3 STPT410＊15 43 

1.37＊2 100 406.4＊3 9.5＊3 STPT410＊15 変更なし 
変更なし 

120＊7 
変更なし 44 

＊22 

高圧炉心注水系ストレーナ(C) 

～ 

サプレッションプール水(C)合流部 

 

0.31＊2 104 

     ＊3 

  

 

 
 

     ＊3 

  

 

 
 

 ＊21 

変更なし 

変更なし 
変更なし 

120＊7 
変更なし 

45 

406.4＊3 9.5＊3 STPT410＊15 46 

1.37＊2 100 406.4＊3 9.5＊3 STPT410＊15 変更なし 
変更なし 

120＊7 
変更なし 47 

＊23 

高圧炉心注水系ポンプ(B) 

～ 

ほう酸水注入系合流部 

 

11.77＊2 100 

267.4＊3 25.4＊3 STS410＊24 

変更なし 

変更なし 
変更なし 

120＊7 
変更なし 

48 

     ＊3 
 267.4 

/267.4 

/ ― 
 

     ＊3 
 28.6 

/28.6 

/ ― 
 

STS410＊24 49 

     ＊3 
 267.4 

/216.3 
 

     ＊3 
 28.6 

/23.0 
 

STS410＊24 50 

216.3＊3,＊11 23.0＊3,＊11 
＊11,＊24

STS410 
 

51 

216.3＊3 20.6＊3 STS410＊24 52 

8.62＊2 302 216.3＊3 15.1＊3 STS410＊24 
変更なし 

9.22＊7 

変更なし 

306＊7 
変更なし 53 

＊23 

ほう酸水注入系合流部 

～ 

原子炉圧力容器 8.62＊2 302 

48.6＊3  ＊12(7.1＊3) SFVC2B 
＊25 

ほう酸水注入系合流部 

～ 

原子炉圧力容器 
変更なし 

9.22＊7 

変更なし 

306＊7 
変更なし 

54 

62.8＊3  ＊12(14.2＊3) SFVC2B 55 

216.3＊3 15.1＊3 STS410＊24 56 
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変  更  前 変  更  後 

NO.＊27 
名       称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 名       称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

厚 さ 

(mm) 
材 料 

高 

圧 

炉 

心 

注 

水 

系 

＊26 

高圧炉心注水系ポンプ(C) 

～ 

原子炉圧力容器 

11.77＊2 100 

267.4＊3 25.4＊3 STS410＊24 

高 

圧 

炉 

心 

注 

水 

系 

変更なし 

変更なし 
変更なし 

120＊7 
変更なし 

57 

267.4＊3,＊11 28.6＊3,＊11 
＊11,＊24

STS410 

 
58 

     ＊3 
 267.4 

/267.4 

/ ― 
 

     ＊3 
 28.6 

/28.6 

/ ― 
 

STS410＊24 59 

     ＊3 
 267.4 

/216.3 
 

     ＊3 
 28.6 

/23.0 
 

STS410＊24 60 

216.3＊3,＊11 23.0＊3,＊11 
＊11,＊24

STS410 

 
61 

216.3＊3 20.6＊3 STS410＊24 62 

8.62＊2 302 216.3＊3 15.1＊3 STS410＊24 
変更なし 

9.22＊7 

変更なし 

306＊7 
変更なし 63 

注記＊1 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「補給水系より高圧炉心注水系ポンプ(B),(C)入口配管まで」と記載。 

＊2 ：SI 単位に換算したものである。 

＊3 ：公称値を示す。 

＊4 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 4年 10 月 13 日付け 4資庁第 8733 号にて認可された工事計画のⅣ-3-1-4-1-1「管の基本板厚計算書」による。 

＊5 ：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系，高圧代替注水系，低圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器下部注水

系，代替格納容器スプレイ冷却系，高圧代替注水系，低圧代替注水系）と兼用。 

＊6 ：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系，高圧代替注水系，低圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（格納容器下部注水

系，代替格納容器スプレイ冷却系，代替循環冷却系，高圧代替注水系，低圧代替注水系）と兼用。 

＊7 ：重大事故等時における使用時の値。 

＊8 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「補給水系（復水貯蔵槽より）から高圧炉心注水系ポンプ(B)まで」と記載。 

＊9 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 4年 10 月 13 日付け 4 資庁第 8733 号にて認可された工事計画のⅣ-3-1-1-1-1「管の基本板厚計算書」，及び，平成 4年 3月 27 日付け 3資庁

第 13034 号にて認可された工事計画のⅣ-3-1-5-1-1「管の基本板厚計算書」による。 

＊10：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系，高圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系，高圧代替注水系）

と兼用。 

＊11：エルボを示す。 

＊12：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 4年 3月 27 日付け 3資庁第 13034 号にて認可された工事計画のⅣ-3-1-5-1-1「管の基本板厚計算書」による。 

＊13：原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（代替循環冷却系）と兼用。 

＊14：本設備は既存の設備である。 

＊15：記載の適正化を行う。既工事計画書には「STPT42」と記載。記載内容は，設計図書による。 

＊16：記載の適正化を行う。既工事計画書には「ポンプ(B)入口配管から高圧炉心注水系ポンプ(C)まで」と記載。 

＊17：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系，高圧代替注水系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全設備（高圧代替注水系）と兼用。 

＊18：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（原子炉隔離時冷却系）と兼用。 

＊19：記載の適正化を行う。既工事計画書には「ポンプ(C)入口配管から原子炉隔離時冷却系まで」と記載。 

＊20：記載の適正化を行う。既工事計画書には「高圧炉心注水系ストレーナからサプレッションチェンバ」及び「サプレッションチェンバからポンプ(B)入口配管まで」と記載。 

＊21：記載の適正化を行う。既工事計画書には「  」と記載。記載内容は，設計図書による。 

＊22：記載の適正化を行う。既工事計画書には「高圧炉心注水系ストレーナからサプレッションチェンバ」及び「サプレッションチェンバからポンプ(C)入口配管まで」と記載。 

＊23：記載の適正化を行う。既工事計画書には「高圧炉心注水系ポンプ(B)及びほう酸水注入系から原子炉圧力容器まで」と記載。 

＊24：記載の適正化を行う。既工事計画書には「STS42」と記載。記載内容は，設計図書による。 

＊25：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（ほう酸水注入系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備のうち原子炉格納容器安全
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設備（ほう酸水注入系）と兼用。 

＊26：記載の適正化を行う。既工事計画書には「高圧炉心注水系ポンプ(C)から原子炉圧力容器まで」と記載。 

＊27：第 4-3-1-2-1～7図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面に記載の丸番号を示す。 

 

 



 1

第 4-3-1-2-1～7 図 原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉

心注水系）に係る主配管の配置を明示した図面 別紙 2 

工事計画記載の公称値の許容範囲 
［主配管］ 

管ＮＯ.8＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 224.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 12.3 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 

管ＮＯ.9＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 8.2 
 mm 

 mm 
製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

 

管ＮＯ.12＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 416.0 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 14.3 
 mm 

－10％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

 

管ＮＯ.13＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 224.5 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 12.3 
 mm 

－10％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 
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 2

工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

 

管ＮＯ.14＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 216.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 8.2 
 mm 

－10％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記＊：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 
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